
事業活用調査 ・ まちづくり活動推進事業 ・ 地域創造支援事業
（単位：百万円）

開始年度 完了年度 うち調査費 うち用地費 うち整備費 うち購入費

上水道整備（石綿管更新） 　■配水管布設　・鋳鉄管（DCIP)φ 250　L=900ｍ 海津市
鋳鉄管

L=９００ｍ
H22 H23 73 4 69

　この配水管は、地域の幹線であり、老朽管
（石綿管）のため大規模災害時には壊滅的損
傷を被る。耐震管への布設替は、上水道の安
定供給のみでなく被災時のライフラインを守る
効果がある。

既設防災行政無線撤去 既設親局及び子局の撤去費用 海津市 H24 H24 1 1 既設のアナログ防災行政無線の撤去費用
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道路

　都市計画道路名
又はその他道路名 区間

道路
区分

事業
主体

事業
手法 工種 延長

整備後
車線数

歩道
幅員

まち交
事業費

まち交における
事業期間 事業内容

都市計画
決定 備　　考

整備前 整備 （年度）
注１) 注２) m m m 車線 ｍ 百万円 注３） 年月 注４）

＜道路＞
－

海津13368号線 市 市 － 舗装 1,100.0 6.50 6.50 2 － 25 平成22年度 市道L=1,100m　オーバーレイ舗装修繕
海津地区と平田地区をつなぐ市内の幹線道路で、市内の交
流の軸となる道路

海津13816号線 市 市 － 舗装 550.0 6.00 6.00 2 － 11 平成22年度 市道L=550m　オーバーレイ舗装修繕
主要地方道津島・南濃線と市内をつなぐ幹線道路で、市内の
交流の軸となる道路

海津12001号線 市 市 － 舗装 550.0 6.00 6.00 2 － 11 平成22年度 市道L=550m　オーバーレイ舗装修繕
海津地区を東西につなぐ市内の幹線道路で、市内の交流の
軸となる道路

海津23552号線 市 市 － 舗装 600.0 6.50 6.50 2 － 14 平成23年度 市道L=600m　オーバーレイ舗装修繕
主要地方道津島・南濃線の迂回道路で交通網の充実に欠か
せない道路

海津13733号線 市 市 － 舗装 1,500.0 6.00 6.00 2 － 24 平成23年度 市道L=1,500m　オーバーレイ舗装修繕
海津地区を南北につなぐ市内の幹線道路で、市内の交流の
軸となる道路

海津12007号線 市 市 － 舗装 590.0 6.00 6.00 2 － 13 平成24年度 市道L=590m　オーバーレイ舗装修繕
主要地方道津島・南濃線と市内をつなぐ幹線道路で、市内の
交流の軸となる道路

海津12001号線 市 市 － 舗装 1,450.0 6.00 6.00 2 － 34 平成24年度 市道L=1,450m　オーバーレイ舗装修繕
海津地区を東西につなぐ市内の幹線道路で、市内の交流の
軸となる道路

海津23616・13695号線 市 市 － 舗装 1,150.0 6.00 6.00 2 － 27 平成25年度 市道L=1,150m　オーバーレイ舗装修繕
市の観光拠点である千代保稲荷につなぐ市内の幹線道路
で、市内外との交流の主軸となる道路

海津11004・13091号線 市 市 － 舗装 500.0 6.00 6.00 2 － 12 平成25年度 市道L=500m　オーバーレイ舗装補修
海津地区を東西につなぐ市内の幹線道路で、市内の交流の
軸となる道路

海津13472号線 市 市 － 舗装 300.0 6.00 6.00 2 － 7 平成25年度 市道L=300m　オーバーレイ舗装補修
海津地区を東西につなぐ市内の幹線道路で、市内の交流の
軸となる道路

海津13474号線 市 市 － 舗装 400.0 6.00 6.00 2 － 10 平成25年度 市道L=400m　オーバーレイ舗装補修
主要地方道津島・南濃線の迂回道路で交通網の充実に欠か
せない道路

（参考）

＜関連事業＞

＊本調書にはｱ)交付対象事業「道路」（街路、地方道、国道、その他）、ｲ)関連事業道路のすべてを記載すること。
　　注１）＜道路＞については、街、地、国、他の別を記載。
             ＜関連事業＞については、国、主、一、市の別を記載。
　　　　　　ただし、街：街路、地：地方道（市町村道）、国：国道、主：主要地方道、一：一般都道府県道、市：市町村道、他：いずれにも該当しないもの
　　注２）＜関連事業＞について通、交、地特、単独、促の別等を記載。補足説明すべき点は備考欄に説明を記載。
　　注３）施設の構造、工法、及び地方道事業においては細工種、街路事業においては沿道区画整理型街路事業等の事業名

　 　　注４）備考には現在の道路状況を把握するために必要なその他の事項で、交通量（人／日）、混雑度等を記載
　　　　　（例）･道路改築：交通量（人／日）、混雑度等
　　　　　　　　･自転車駐車場：都市計画決定の有無、面積、利用台数等
＊交付対象事業「道路」を「身近なまちづくり支援街路事業」等のいわゆるグレードアップ事業として実施する場合は、それらの計画様式を次頁以降に添付すること。
＊不足する場合は適宜行を追加すること

幅員

























公園（都市公園補助事業採択要件外）

交付期間内事業費内訳

公園等名（*1） 種別等（*2） 事業主体（*3） 概要（面積(㎡)等） 交付期間内 設計費 用地費 施設整備費 備考（*5）

（*4） 事業費（百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

平原公園 街区公園 海津市 2,543㎡ 1 1 パーゴラ設置新設

合計 － － － 1 1 －

*1　公園等名ごとに１行ずつ記入。足りない場合は、適宜行を追加すること。

*2　「種別等」欄には、都市公園の種別である「街区公園」、「近隣公園」、「地区公園」、「特定地区公園」、「総合公園」、「運動公園」、「動植物公園」、「歴史公園」、「広域公園」、「レクリエーション都市」、

　 　「風致公園」、「墓園」、「緩衝緑地」、「都市緑地」、「緑道」のいずれかを記入。

　　都市公園でない場合は「無」を記入し、「概要（面積等）」欄に制度上の位置付け（条例設置公園等）を簡潔に記載。

*3　「事業主体」欄には、事業の施行者を記入。（間接交付の場合は、交付金事業者ではなく、「第三セクター」等の施行者を記入。）

*4　「概要（面積(㎡)等）」欄には、都市公園でない場合に公園としての制度上の位置づけを記入する他、計画面積（単位：㎡）等を記入すること。

*5　「備考」欄には整備する主な施設（園路、植栽、あずまや、体験学習施設等）を簡潔に記載。

*6　青色で着色してあるセルは自動計算されるので入力しないこと。





地域生活基盤施設 単位：百万円

概要 交付期間内事業費内訳

交付対象施設 施設名 事業主体 （面積、幅員、 交付期間内 設計費 用地費 施設整備費 備考

（路線名等） 延長、規模等） 事業費 うち購入費

緑地 －

広場 －

駐車場

自転車駐車場

荷物共同集配施設

公開空地 －

情報板 －

施設種別：防災行政無線 海津市 防災行政無線のデジタル化 78 78 －
デジタル無線装置、自動通信記録装
置、通話用遠隔制御装置、Ｂ型遠隔制
御装置、非常用電源装置、屋外拡声
受信装置

合計 － － －

・施設名ごとに１行ずつ記入。足りない場合は、適宜行を追加すること。
・「事業主体」欄には、事業の施行者を記入。（間接交付の場合は、交付金事業者ではなく、「第三セクター」等の施行者を記入。）
・「駐車場」、「自転車駐車場」については、「概要」欄に、形式（立体○層、タワーパーキング、地下駐輪場等）、面積及び駐車台数を記入。
・駐車場については、「備考」欄に駐車場全体の整備に要する費用を記入。
・自転車駐車場については、「備考」欄に都市計画決定の有無、自転車駐車施設整備計画における位置づけの有無、自転車駐車場に関する附置義務条例等
　における位置づけの有無を記入すること。
・地域防災施設の「施設名」欄には、耐水性貯水槽、備蓄倉庫、放送施設、情報通信施設、発電施設、排水再利用施設、避難空間等の施設の種別を記入。
・共同駐車場については、別の所定のシートに記載すること。

地域防災施設
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 （内 16 基） 

自動通信記録装置 

※既設親局及び子局

の撤去は、地域創造支

整備済 




